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【結果】G0/G1 期の HUVEC は 6.4µm/30min、S/G2/M 期の HUVEC は 2.6µm/30mins
と G0/G1 期の細胞は移動速度が 2 倍以上速かった。また、興味深い現象として
G0/G1期のHUVECは互いに追尾するかのように同じ経路をたどりながら徐々にネ
ットワークを形成することが明らかとなった。同じ経路上に集積していく細胞
(4.6µm/30min)は、単独で移動する細胞(2.4µm/30min)に比べ移動速度が速く、
同じ経路をたどりだすようになるとさらにその経路が延伸しネットワークが形
成されていった。さらに細胞外マトリックスの免疫染色では、collagenIV, 
laminin, thrombospondinが HUVECと同様にネットワーク状に分布していること
が示された。 
【考察】HUVECは G0/G1期で、周辺の細胞密度が高く他の HUVECと協働すると遊
走が促進し、血管内皮細胞のネットワーク形成が進む事が示唆される。さらに、
同じ経路を何度も追尾し遊走することで経路上に collagenIVなどの細胞外マト
リックスが分布し、一旦できた道標の上を他の細胞が遊走することによりネッ
トワーク構造を広げる事ができると考えられる。 
【結論】本研究で、血管内皮細胞は細胞同志協働することにより遊走速度を変
え血管網を構築していく事が明らかになった。さらに細胞外マトリックスや
G0/G1期の細胞が遊走の効率に関与している事が示唆された。今後、細胞外マト
リックスを制御することにより内皮細胞のネットワーク形成を制御する事が効
率的な組織構築の為に有用であるかもしれない。 
